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教 育 現 場
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　 こ れ ま ぞに
．
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学校 教 育現 塲に お け る 菅僚

制が
』
問 題 ど さ れ た ご とは あ っ

’
た 。 　し か し、い

勉 も艦 贓 域に と ど まり・貼 1綜 楯
嬲 に 踏 み 込 ん だ 研 究ばあま

』

りな
・
力凋 た よ づ

で あ る 。 そ こ に は 次 みょ テな 状況 が 存 在 して

い る と思 わ れ
臣
る 。
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ω 嘩 校 の 痢 雌 ・・痴匝
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嬲 に 定踏 み 羸 る ごどヵ儺 已くい教室岐
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1 参 加 的 観察が 不 可 能 で あ っ た 。

「1
従 っ そ教 育

嬲 に 醐 ボ 喰 鮃 b を
「

醐 か ら
「
と ら届

こ．と が で きな か o
’
ti・。・　　　　　　　　　 ．

  構造 ・機
．
能士義理 論に 基 づ く、教 師 の 地

位 ・役割 分析 が 主 流 を1！iめ て き た。近 年 現 象

学的 社 会 学 に 基 づ く エ ス ノ メ ソ ド n ジ カ ル な

乎法 を駆 使 し た 研 究 が 噌加 し つ づ あ る が 必 ず

し も十 分 で は な い
。 　　　　
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教 師 研 究 の

』F科 学 的 i”．
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「実
’
証 的 ］ な 研

究 方法 と して 、
’
調 査 統計 が 主 流で あ っ だL・調

査 統計 に よ っ て 明
’
ら
「
か に さ

：
れiる 現実 は 極 端に

柚 象・化 さ れ ∵ 且 つ研 究 者 の 撹点 と か デ ゴ リ ー

に 焼 定 さ 麺 た
．
も
’
の で あ る 。 行 為者 の

」
主 観

’
的意

味
．
世 界 や ．f

’
意識 」 を問 う に は 不 適 当

1
で あ る。
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本稿 は 、・基1木的に．

は 教 師 の 意 識 を 問 題 どす

る。
．’
教 育 現

’
場 に お

1
げ る ty　eiliの 意 識 の

’
特 徴 を教

師 の 発 行 す・る 文 書 や ．筆 者
’
の 経 験 め

幽
百構成 の

中か ら検 討 し、次 め 三 点 を取 り出 した 。 　
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バ ” ガ ・→ ら切 言 うと こ ろ
1
の 「富 僚 主 義的 な意

識 」
・を反映

層
し た も の で あ り・」・．愉僚 制 的 な視 点

か ら説 明 可 能 な の で は な い か と い う の が こ こ

で の 問 題 設 定 で あ る。
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　 官 僚 制 に っ い て ‘よ、 マ ッ ク ス ウ 工 ニ ノく 一 や

R ・マ ー トン 、ベ ン デ イ ッ ク ス
1
等あ 古 典的 に

完 成 さ tLた 理 論が あ
”
るが 、 こ こで は

’
、
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ぞれ ら
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／t
を厳 密 に 検 討 す る こ とが 目的 で は な い 。　 ：

　教 育現 場 に 最 も適 川 可 能 ど 看取 した 、 P 乱

し ・バ ＝ ガ こ らが ．．「故 郷 喪失者 た ち」　（新

曜 祉 プの 中で 示 し走イ倉僚主義 的な 意 識」 を
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代 性 を知 謝 ヒ会 学的 に 検討 し．近 1廟 三の 特 質
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に 求 め て い る 。

そ れ に よれ ば 、宮僚 主 義鰐 な 意 識の 特徴 と は

次 の よ う な もの で あ る」
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　さ ぢに 、官 僚 主義 的 意 識 に と ちな う 認 知 ス

タ イ ル の 特 徴 ど しでは 次の 4 点 を 指摘す る 。

権 限 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　｝

照 会 （権 隈 と 関 連 じて ジ　　　　
’
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  　秩 序 整 然性
「
〔分 類 志 1“1に 根 ざ し た ）

  公 正 さ へ の 詔
．
般 的 期 待

  道 義 的 匿 名 性

  自的 と 手 段 の 不 可 分 性 → 目 的 置換 に 陥

　 　 りや す い 。
』
P ・L バ ー ff　一 らが

1
これ ら め 官僚主義 的 な

意識 を 知 識 衽全学 的に 扱ら て い る こ Eに は 留

意 しな け れ ば な ら な い
。

つ ま り官 僚主 莪 的 な

意識 や 認 知 ス タ イル の 特 徴 を理 論 的 に 示 ずの

で は
・
な く、官 僚機ne

’
（広 い

ー
加床 での ）

・
に 生き

る・杜 会 の 成 員、 つ ま り現 代 に 生 き る 我 々 に は

上 に・
あ げ

』
た よ うな 官 僚機 構 に 関 す る

＃般 的 な

知識 が 存 在 す る こ と を言 づ て L；る a）

’
で あ っ て

そ の よ う な 知 職 の 結 果 教 育 現 場 で い か な る 事
　 　 s

態が 生ず
1
る
・が 、が 問 題 と な る 。
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　 3 ． 官僚 主義 的 な 意識 の 発 現

　先 に あ げ た 官僚 機 構に 関 す る
一般 的 知 識 の

結 果 か ら生 じ た も の と 思 わ れ る 、中学 校教 育

現 場 に お け る教 師 の 教育 実 践 の 特徴 を、三 点

指 嫡 す る 。

　   　文 書主 義 ．

  仕 事の 内 容よ り も、文 書の 「で きば

　 え」 の 方 が 問題 と され る 。

  　生 徒に 対 す る 具体的 教 育 行為 も、文

　 書で 表現 、あ る い は 報 告 す る の で な け

　れ ば し こ と には な ら な い
。

  た と え そ うで な くて も一．文 書で そ う

　 言 っ て し ま え ば ．そ う い う こ と に な る．

’（各 学 期 末 の 反 省 に よ くあ ら われ る ）

  文 書 を 出せ ば 仕 事 を した よ う な 気 持

　 ち に な り、仕 事 を し た こ と に な る 。

  文 書
・
を出 さな い と 仕 事 を し た よ うな

　 気 に な ら な い し、仕 事 を した こ と に な

　 らな い
。

  定期 的 に 文 書 を出 して い ない と焦 燥

　 感 に 襲わ れ、意味 の な い 文書 を 出す e

・

  文 書一 「網畢す る 」 と L
．
・ う内在 的

　　　　 特 性 か ら無意味 な 多忙 感 、繁

　 　 　 　 　雑感 に 陥 る 。

（資穿斗月li紙 ）

  　 こ とば 主 義

  　点検 主 義

  点検 さ え 完 璧 に 行 えば 完璧 な 教 育 を

　 uた こ と に な る、 と い う主義 の 謂。

  「みの が さ な い 教 育」 イデ オ ロ ギ ー

  総 じ て 否 定的 な 部面 の チ ェ ッ ク に 用

　 い られ る 。

  点検 自体 が 目的 化 し、点検 を行 っ て

　 い な い と不 安 に な る。

  指 導 を 全 て 「こ と ば に よ る 伝 達 」 で

　 行 う主 義 の 謂 。

  　 こ と ば で 伝 達す れ ば 、指 導 は 完 了、し

　 そ の 効 果 い か ん に つ い て は あ ま り問題

　 ど され な い
。 効果 が な け れ ば、再び こ と

　 ば に よ っ て 伝達 す る 。

  教師 の 人格 云 々 は問 題 と され な い で

　 見 か け や話 術 が も の を い う。

  「教 育 相談 」 の 隆 盛 。 もれ な く平 等

　 に 声 を か け る 時 間 。 実 質的 な効 果 は あ

　 ま りな い 。

  標 準 語 の 強 制 ＝方 言 の 中 の 親 密 感 の

　 　 　 　 　 　 　 　 俳 除 。

  全 校 集 会 ・学年 集 会 の 隆 盛 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （資料 別 紙 ）

　 4 ．考 　察・

　 3 で あ げ た 教育 現場 に お け る三 つ の 主 義が

P ・L バ ーガ ー らの い う宮 僚主 義 的 な 意 識 か

ら発動 し て い るこ と を示 す こ と こ そ 本稿 の 目

的 で あ る。紙 面 の 都合上 細 か く示 す こ と は で

きな い が 、 2 の P ・L バ ー
ガ

ー
ら の い う官僚

主義 的・な 意 識や 認 知 ス タ イ ル の 特 徴 と 、 3 の

教 育 現 場 に お け る 三 つ の 主 義 と を見較 べ て い

た だ きた い 。文 書 主義 に は 「網 羅 す る 」 特 質

や 、文 諮を発 行す る こ と 自 体 が 目的 化 す る と

い う 「 目的 置換 」 が 見 られ る し、言 葉主 義 に

は 、　 「権 限 」 や 「適 正 な乎 統 き 」　 「道 義 的匿

名 性」 な ど の 官 療主 義 的 な 意識 が 反映 し て い

るよ うに 思 わ れ る。

　極 端 に い えば 、現 在 学 校 で 閲 題 と な っ て い

る現 象 の 多 くが 、　 「官・僚 制 」 の 祝 点か ち の 説

明が 可 能 なの ．で は な い か と い うの が 本 稿 の 主

張 で もあ る 。 厳 鰹な 論理 的 ・
実 証 的な 分 析 の

出現 を侍 ち た い 。

（資料 別紙 ）・
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